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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 産業建設常任委員会 
会議場所 全員協議会室 

担当職員 佐藤 

日 時 令和２年６月２３日（火曜日） 
開 議   午前 １０ 時 ００ 分 

閉 議   午前 １１ 時 ０９ 分  

出席委員 ◎菱田、○赤坂、田中、小川、奥野、藤本、竹田、（齊藤議長） 

出席理事者 

【産業観光部】吉村部長 

［商工観光課］三宅課長、栗林観光担当課長、坂田商工振興係長 [農林振興課]笹原課長 

【まちづくり推進部】並河部長、関事業担当部長 

［都市計画課］関口課長 [都市整備課]山内課長、石田区画整理担当課長 

［土木管理課］澤田課長 

出席事務局 山内事務局長、佐藤主任 

傍聴者 市民１名 報道関係者０名 

議員５名（三上、冨谷、平本、

松山、木曽） 
 

会  議  の  概  要 
１０：００ 

１ 開議（菱田委員長あいさつ） 

  

２ 事務局日程説明 

 

［事務局主任より日程説明］ 

 

３ 所管分付託議案審査（説明～質疑） 

 

［産業観光部入室］ 

  

［産業観光部所管議案審査］ 

・産業観光部長あいさつ 

（１）第１号議案 令和２年度亀岡市一般会計補正予算（第３号）所管分 

・所管課長順次説明（歳出歳入一括） 

１０：１９ 

［質疑］  

＜田中委員＞ 

 ２１ページの経営所得安定対策等直接支払推進事業経費増は、亀岡地域農業再生協

議会に直接補助金を出すのか。 

＜農林振興課長＞ 

 そのとおりである。 

＜田中委員＞ 

 １点目に、畜産振興関係経費増について、もう一度説明を求める。 

 ２点目に、大規模な鶏舎をつくるが、地元同意を得ているのか。 

３点目に、臭気について問題ないのか。 

＜農林振興課長＞ 

 事業は亀岡地域畜産クラスター協議会が実施する。国の畜産振興事業である、畜産

クラスター事業に基づき地域の協議会が窓口となり実施している。計画については、
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三和鶏園が地域の同意等について協議をして、立てている。臭気問題の鶏糞処理に

ついても、地域と協議しながら自社で処理される。 

＜田中委員＞ 

 地元同意を得ているのか。 

＜農林振興課長＞ 

 事業主が対応している。 

＜田中委員＞ 

 対応しているかどうかではなく、地元同意を得ているのかどうかが聞きたい。 

＜農林振興課長＞ 

 確認して、報告する。 

＜田中委員＞ 

 亀岡地域畜産クラスター協議会の構成はどのようになっているのか。 

＜農林振興課長＞ 

 肉用牛の農家、養豚農家、養鶏農家、亀岡牛生産株式会社、亀岡牛枝肉振興協議会、

亀岡市農業公社、南丹家畜保健衛生所、京都府農林水産技術センター畜産センター、

南丹広域振興局、亀岡市で構成している。 

＜奥野委員＞ 

 京都亀岡イノベーションンヒルズ構想の申請結果はいつごろ出るのか。 

＜商工観光課長＞ 

 ８月か９月ごろの予定であるが、コロナの影響で遅くなると聞いている。今後、現

場確認や市長レクチャー等があり、結果が出る予定である。 

＜奥野委員＞ 

 審査項目が多いということか。 

＜商工観光課長＞ 

 審査項目は大変多く、審査は非常に厳しいと聞いている。 

＜奥野委員＞ 

 競合している団体の情報はあるのか。 

＜商工観光課長＞ 

 知り得ないところである。この交付金は平成３０年度から実施されており、これま

でに９件の採用がある。ほぼ都道府県と国公立大学がタッグを組んで採用されてい

る。中には政令指定都市もあるが、亀岡市規模のまちと民間大学がタッグを組むの

は初めてである。 

＜奥野委員＞ 

 亀岡市にとって将来的に重要な構想であると考えるので、もし不採択になったとし

ても、再度挑戦しほしい。 

＜田中委員＞ 

京都亀岡イノベーションンヒルズ構想について、カタカナばかりでわかりにくいと

思うので、わかりやすく日本語に置き換えて文書等を作成してほしい。 

＜商工観光課長＞ 

 工業系の言葉を日本語に置き換えるのは難しいところではあるが、できるだけわか

りやすく発信していけるように努めたい。 

＜藤本委員＞ 

 京都先端科学大学の工学部は、太秦キャンパスにあるが、亀岡キャンパスにも工学

部が設置されて大学改革が行われるのか。 

＜商工観光課長＞ 

 現在、太秦キャンパスに工学部はあるが、そちらだけでは実証や試験的なことがス
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ペース的にできないということで、亀岡キャンパスも利用して、設備投資をしてい

こうとされている。 

＜藤本委員＞ 

 この構想が実現すれば、学生がふえていくので、すばらしい構想だと思う。万が一

不採択の場合は、この構想は廃止となるのか、それとも見直してチャレンジするの

か。 

＜商工観光課長＞ 

 できる限り手法を変えて、実現するために前向きに取り組んでいきたい。 

＜産業観光部長＞ 

 第５次総合計画の中にも記載するので、取り組みそのものについて廃止はない。 

＜藤本委員＞ 

 山下京都府副知事も積極的に応援いただいているので、しっかりと連携して実現で

きるように努力してほしい。 

＜小川委員＞ 

 マイナポイント事業について、亀岡市のキャッシュレス化の現状は。 

＜商工観光課長＞ 

 国がキャッシュレス化を進める中で、市としても事業者や個人向けの説明会を実施

しているため、徐々に波及していると考えている。 

 今回、国がマイナンバーカードの普及とそれを活用した地域の活性化対策として、

当事業を実施する。対象となる決済がＱＲ決裁・クレジットカード・デビットカー

ドなどあらゆるカードを活用して、最大５，０００円のポイントが付与されるので、

事業者にとっても、利用者にとってもメリットが大きい。 

＜小川委員＞ 

 ９ページの地方創生アドバイザー事業助成金と長寿社会づくりソフト事業費交付

金について再度説明願う。 

＜商工観光課観光担当課長＞ 

 地方創生アドバイザー事業は、この４月に発足した京都亀岡フィルムコミッション

事業に対するアドバイザーとしての費用である。 

 長寿社会づくりソフト事業費交付金は、この夏に予定している森のステーションか

めおかとの事業に充当する予定である。 

＜産業観光部長＞ 

 ２３ページの観光推進経費減の報償費と費用弁償の金額が地方創生アドバイザー

事業助成金のことである。 

＜菱田委員長＞ 

 長寿社会づくりソフト事業費交付金について、もう少し詳細な説明を求める。 

＜商工観光課観光担当課長＞ 

 この夏に、森のステーションかめおかで開催する事業であり、森の京都ＤＭＯと連

動して進める事業である。 

交付金は、実行委員会に拠出するものであり、主にイベントに使用する。内容は夏

の昆虫探しや間伐材を使ったクラフト体験、流しそうめん体験である。 

＜藤本委員＞ 

 東京ディズニーリゾート・スペシャルパレードは中止になったが、光秀まつりも中

止になったのか。 

＜商工観光課観光担当課長＞ 

 光秀まつりは延期である。 

東京ディズニーリゾート・スペシャルパレードも今年は中止になったが、次年度に
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向けて契約をし直す。 

 

［産業観光部退室］ 

１０：３７ 

 

［まちづくり推進部入室］ 

 

［まちづくり推進部所管議案審査］ 

・まちづくり推進部長あいさつ 

（１）第１号議案 令和２年度亀岡市一般会計補正予算（第３号）所管分 

・所管課長順次説明（歳出歳入一括） 

 

                                １０：４９ 

［質疑］  

＜藤本委員＞ 

 １７ページの交通安全施設整備経費増について、防犯灯をいつごろ、何灯設置する

のか。 

＜土木管理課長＞ 

 ６月議会で議決されれば、すぐに１２灯の発注準備をする。 

＜藤本委員＞ 

 いつごろつくのか。 

＜土木管理課長＞ 

 夏休みが終わるまでにはつけたいと思う。 

＜竹田委員＞ 

 ２５ページの土地区画整理関連事業費１，６２５万円増の内訳は。 

＜都市整備課区画整理担当課長＞ 

 内訳は、需用費として１２万円増、役務費として１４万４千円増、建設事業関係委

託料として２５５万円増、工事請負費として４，７００万円増、負担金として３，

３５６万４千円減である。 

＜竹田委員＞ 

 事業を当初から繰り上げて実施すると説明があったが、当初の計画はどうであった

のか。 

＜都市整備課区画整理担当課長＞ 

 当初は、道路事業や区画整理事業の用地相当分を負担金として、組合に負担する予

定であったが、周辺の整備状況を踏まえ、市道の道路工事を優先的に進めるという

ことで、今回工事請負費を計上した。 

＜竹田委員＞ 

 順調にいくのか。 

＜都市整備課区画整理担当課長＞ 

 周辺整備も決まってきているので、順次進めていく。 

＜竹田委員＞ 

 遅れのないようによろしくお願いする。 

 

 

１０：５３ 
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［まちづくり推進部退室］ 

 

［委員間討議］なし 

 

４ 討論～採決 

 

［討論］なし 

 

［採決］ 

・第１号議案 令和２年度亀岡市一般会計補正予算（第３号） 

可決・全員 

 

 

［指摘要望事項等］なし 

１０：５５ 

 

５ 陳情について 

（１）安藤提言を早急に実行するよう国に意見書を提出するよう求める陳情 

＜菱田委員長＞ 

各自で目を通していただきたい。 

（各委員確認） 

＜菱田委員長＞ 

 委員会としてどのように取り扱うか。 

＜奥野委員＞ 

 聞き置く程度でよいと考える。 

＜菱田委員長＞ 

 聞き置く程度とすることでよいか。 

（了） 

 

１０：５７ 

６ 審議会委員の選出について 

（１）亀岡市都市計画審議会委員（Ｒ２．9．5から２年間、５名） 

＜菱田委員長＞ 

 事務局説明願う。 

＜事務局主任＞ 

 亀岡市都市計画審議会委員について、選出依頼が来ているので、次期委員５名の選

出を願う。なお、現委員は菱田委員長、赤坂副委員長、田中委員、小川委員、藤本

委員の５名で、任期は令和２年９月４日までである。 

＜菱田委員長＞ 

どのように取り扱うこととするか。 

＜竹田委員＞ 

 反対意見がなければ、このままでよいのではないか。 

＜菱田委員長＞ 

 このままでよいか。 

（了） 

１０：５８ 
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７ その他 

 

（１）議会だよりの掲載内容について 

＜菱田委員長＞ 

 記事のスペース上、本日審査した中から、１～２項目程度でお願いしたい。意見を

願う。最終日に補正の追加提案があるので、仮に項目を決定し、再度掲載事項を確

認する。 

＜藤本委員＞ 

 マイナポイント事業と京都亀岡イノベーションヒルズ構想について掲載してはど

うか。 

＜竹田委員＞ 

 藤本委員と同意見である。 

＜奥野委員＞ 

 マイナポイント事業は、他の委員会からも出てくる可能性もあるので調整を願う。 

＜菱田委員長＞ 

 現時点でマイナポイント事業と京都亀岡イノベーションヒルズ構想について掲載

することとしてよいか。 

（了） 

１１：０１ 

 

（２）次回の月例開催について 

 

＜菱田委員長＞ 

７月の月例開催について協議する。７月には、決算分科会で、事務事業評価に向け

た協議として評価事業の選定等も行いたいと考えている。日程について、７月２７

日、午前１０時からとしてよいか。 

（了） 

＜菱田委員長＞ 

その他何かあるか。 

＜赤坂副委員長＞ 

 市長が一般質問の答弁で、新しくできた千代川町の乗船場から、ボートで船下りを

したと言っていたが、産業建設常任委員会でも視察を行いたい。 

＜竹田委員＞ 

 賛成である。浅瀬が５カ所あるとのことだが、土手から見てもわからないので体験

したいと思う。 

＜議会事務局長＞ 

 経費やバスの借り上げ等について精査したいと考える。 

＜赤坂副委員長＞ 

 体験することによってわかることもあるので、ぜひ行きたいと思う。 

＜竹田委員＞ 

 市長が答弁で体験したと言っておられたので、そのあたりを正副委員長で確認して、 

事務局と相談していただきたい。 

＜菱田委員長＞ 

調査をして提案していきたいと思う。梅雨明けの状況をみて手配をしていきたい。 
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＜藤本委員＞ 

 ゴムボートで下るのか、それとも千代川乗船場の施設を見るのか。 

＜赤坂副委員長＞ 

 見ているだけではわからないので、ゴムボートに乗って体験したいと思う。 

＜小川委員＞ 

 違う角度で見られると思うので体験できればよい。 

＜菱田委員長＞ 

 以上で閉議する。 

～散会 １１：０９                    


